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実が熟すとナメクジ、昆虫類、野鳥など

の食害を受けやすい。病害は灰色かび病、

うどんこ病（通風、水はけをよくして防

ぐ）。虫害はアブラムシ、乾燥するとハ

ダニの害を受けやすくなる。 

枯葉や実は放置するとカビが生え病気の

原因になるので早めに除去し、入り込む

雑草を除草する。混み合う株は大きな葉

など切り戻し新葉を再生させるとよい。

肥料は不要（葉が大きくなりすぎる）。 

日当たりと水はけがよければ、やせ地や

寒冷地でもランナーを伸ばし繁殖する。

日陰では咲かないが、グラウンドカバー

として利用できる。春によく咲き、涼し

くなった秋にもちらほらと花をつける。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

実はほのかに甘く香り、幸せを呼ぶ苺といわれ

る。ウエッジウッドの磁器の絵柄としても知ら

れる。 

Memo 

３つの小葉、白い花、小さな赤い実など可憐な

姿に人気がある。秋には一部の葉が紅葉する。

ハーブ、グラウンドカバー、寄せ植えなど利用

範囲が広い。明治期に渡来し、北海道で野生化

したためエゾヘビイチゴの和名がある。ほかに

も野イチゴ、プチベリーなどの愛称がある。 

生長：やや速い 特 記 

バラ科（APGⅢ） 科 名 

常緑／多年草／地被類等／草本植物 
／外来種・園芸品種 

ワイルドストロベリー 
（エゾヘビイチゴ）  [ 蝦夷蛇苺 ]  


